
- -補充40

【補充資料４】 静止画像の種類と取り込み－基礎編－

コンピュータの高性能化とディジタルカメラやイメージスキャナの普及により、学習指導におい

ても高画質な静止画像を手軽に扱える環境が整ってきたことから、静止画像の取り込みについて自

己評価テストも組み込んだオンライン研修教材として開発を行った。
【補表４】静止画像の種類と取り込み－基礎編－の学習項目

代表学習項目 学 習 項 目
(ｱ)静止画像の種類 静止画像の種類【補図65 【補図66】】
(ｲ)イメージスキャナから静止画像を取り込む ①イメージスキャナの準備【補図67】

②イメージスキャナからの読み込み【補図68】
③コンピュータへの保存【補図69】

(ｳ)ディジタルカメラから静止画像を取り込む ①取り込む準備【補図70】
②カードリーダが認識されない場合の対処【補図71】
③コンピュータへの保存【補図72】

(ｱ) 静止画像の種類

次に示す【補図65】は、静止画像の種類について研修する画面である。５つの画像形式の特性、

長所、短所を研修できるようにした。また、画像形式の違いによる画質を確認できるようにした。

【補図65】静止画像の種類

静止画像の種類について研修した後 【補図67】に示、

す画面が表示される。この画面は、静止画像の種類や

特性を理解することができたか確認するために用意し

た自己評価問題である。

【補図67】静止画像の種類の自己評価
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(ｲ) イメージスキャナから静止画像を取り込む

① イメージスキャナの準備

次に示す【補図68】は、イメージスキャナの準備方法を研修するための画面である。コンピュ

ータとの接続方法と動作に必要なドライバのインストール方法を研修できるようにした。

【補図68】イメージスキャナの準備
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② イメージスキャナからの読み込み

次に示す【補図69】は、イメージスキャナからコンピュータに静止画像を取り込む方法を研修す

るための画面である。県内の小学校、中学校、高等学校、盲・聾・養護学校に導入されている画像

処理ソフトに合わせて取り込み方法を説明してある。

【補図69】イメージスキャナからの読み込み
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③ コンピュータへの保存
【 】 、 。次に示す 補図70 は 静止画像をコンピュータへ保存する方法を研修するための画面である

【補図70】コンピュータへの保存

(ｳ) ディジタルカメラから静止画像を取り込む
① 取り込む準備

次に示す【補図71】は、ディジタルカメラで撮影した静止画像をコンピュータに取り込むため
に必要な準備を研修するための画面である。

【補図71】取り込む準備
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② カードリーダが認識されない場合の対処

次に示す【補図72】は、カードリーダがコンピュータに認識されない場合の対処方法を研修する

ための画面である。ディジタルカメラで撮影したもののコンピュータに取り込めない等の問い合わ

せがあることから研修教材の中に取り入れた。

【補図72】カードリーダが認識されない場合の対処
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③ コンピュータへの保存

次に示す【補図73】は、ディジタルカメラで撮影した静止画をコンピュータへ保存する方法を研

修するための画面である。

【補図73】コンピュータへの保存
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【補充資料５】 音声ファイルの種類と取り込み－基礎編－

この講座では、コンピュータで扱うことができる音声について基礎的なことを学ぶことができる

ように開発した。最初に、コンピュータで扱うことができるデータとして「音楽ＣＤ 「ＷＡＶＥ」

ファイル 「ＭＰ３ファイル 「ＭＩＤＩファイル」について研修できるようにした。次に、マ」、 」、

イクを使って音声データをコンピュータに取り込んだり、再生させたり、効果を付けたりするため

の基本操作を研修できるようにした。

【補表５】音声ファイルの基礎の学習項目

代表学習項目 学 習 項 目

(ｱ)音声ファイルの種類 ①音楽ＣＤ【補図74】

②さまざまなファイル形式【補図75】

③ＭＩＤＩファイル【補図76】

④音声ファイル形式テスト【補図77】

(ｲ)音声ファイルの取り込み ①マイクの接続【補図78】

②サウンドレコーダー【補図79】

③ＷＡＶＥファイルの再生と効果（エフェクト 【補図80】）

(ｱ) 音声ファイルの種類

① 音楽ＣＤ

次に示す【補図74】は、音楽ＣＤの再生の仕方を研修するための画面である。

【補図74】起動・終了の方法と起動画面
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② さまざまなファイル形式

次に示す【補図75】は、さまざまなファイル形式を研修するための画面である。ＷＡＶＥファイ

ル（拡張子：wav 、ＭＰ３形式（拡張子：mp3 、ＷＭＡ形式（拡張子：wma 、RealAudio形式（拡） ） ）

張子：ra、ram 、AIFF形式（拡張子：aif、aiff）について研修できようにした。ＷＡＶＥファイ）

ルとＭＰ３形式を聞き比べることができるようにした。

【補図75】ファイルの読み込みと保存

③ ＭＩＤＩファイル
次に示す【補図76】は、ＭＩＤＩファイルについて研修するための画面である。ＭＩＤＩは、音

源（楽器の種類 、音の大きさ、音程、テンポなど、音を鳴らす手順を管理したデータが記録され）
ているもので、こうした知識や再生の仕方を研修できるようにした。

【補図76】MIDIファイル
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④ 音声のファイル形式のテスト

次に示す【補図77】は、音声のファイル形式の基礎知識について４択問題で確認できるよう

にした画面である。

【補図77】音声ファイル形式・テスト

(ｲ) 音声ファイルの取り込み

① マイクの接続

次に示す【補図78】は、実際にマイクを使って音声ファイルを取り込む方法を研修するため

の画面である。最近のノート型パソコンには、内蔵マイクがついている機種が少なくなってい

るので、外部マイクの接続の仕方について研修できるようにした。

【補図78】マイクの接続
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② サウンドレコーダー

次に示す【補図79】は、サウンドレコーダーを使って、ＷＡＶＥファイルとしてコンピュータに

取り込み、再生させる方法を研修する画面である。

【補図79】サウンドレコーダー

③ ＷＡＶＥファイルの再生と効果（エフェクト）

次に示す【補図80】は、２種類のソフト（ Windows Media Player」と「サウンドレコーダー ）「 」

での再生の仕方と「サウンドレコーダー」での効果のつけ方を研修する画面である。

【補図80】ＷＡＶＥファイルの再生と効果（エフェクト）
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【補充資料６】 画像処理基礎（Paint編）

「Paint（ペイント 」は，Windowsに標準装備されている画像処理ソフトである。だれもが，簡）

単なイラストなどを描くことができ，また，ディジタルカメラで撮影した写真を簡易編集・加工す

るためのシンプルな機能を備えている。

ここでは 【補表６】のように画像サイズの変更，画像の切り取りによるワープロ文書への貼り，

付け，前景色や背景色の描画，ブラシの種類，文字等，基本的な機能について解説してある。

【補表６】画像処理の基礎（Paint編）の学習項目
代表学習項目 学 習 項 目

(ｱ)Paintの起動と編集・加工 ①起動方法【補図81】
②画像サイズの変更【補図82】
③画像の切り取り・貼り付け【補図83】

(ｲ)描画 ①図形描画【補図84】
②ブラシ【補図85】
③文字【補図86】

(ｱ) Paintの起動と編集・加工

① 起動方法

次に示す【補図81】は，Paintの起動方法及び最大化の操作を研修するための画面である。

２通りの起動について研修できるようにしてある。

【補図81】起動方法

② 画像サイズの変更

【補図82】は，画像サイズを小さくする方法を研修するための画面である。ここでは 「マ，

イピクチャ」にサンプル画像として保存されている写真「Winter」を使っている。

【補図82】画像サイズの変更
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③ 画像の切り取り・貼り付け

【補図83】は，ワープロソフトに写真を貼り付ける方法を研修するための画面である。ここで

は 「マイピクチャ」にサンプル画像として保存されている写真「Waterline」を使っている。，

【補図83】画像の切り取り・貼り付け

(ｲ) 描画

① 図形描画

【補図84】は，図形描画の仕方を研修するための画面である。楕円の描き方を中心に説明して

いるが，ここでの研修をとおして，他の図形も描くことができるようにしてある。

【補図84】図形描画
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② ブラシ

次に示す【補図85】は，ブラシを使った描画の仕方を研修するための画面である。

【補図85】ブラシ

③ 文字

次に示す【補図86】は，文字描画の仕方を研修するための画面である。

【補図86】文字
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